
 

創立７０周年記念「淡陽特別講演会」のお知らせ 

 

 初秋の候、皆様方には益々ご清栄のこととお喜び申し上げます。また、日頃

より淡陽信用組合に格別のご愛顧を賜りまして誠にありがとうございます。 

 さて、当組合は来る１２月に創立７０周年を迎えることとなりました。これ

もひとえに地域の皆様方からの永年に亘る温かいご支援の賜物と、深く感謝し

ております。 

 つきましては、地域の皆様方に日頃の感謝の意を込め、１１月１７日（木）

に柔道家の篠原信一氏をお招きし、洲本市文化体育館文化ホール（しばえもん

座）において、「創立７０周年記念「淡陽特別講演会」」を開催させていただく

こととなりました。何卒、お誘い合わせの上、多数ご来場くださいますようご

案内申し上げます 

 なお、本講演会への参加をご希望される場合には、事前にお申込みが必要で

す。お申込みについては当組合各営業店窓口に置いてある「講演会参加申込書」

にお名前等をご記入のうえ、窓口にご提出いただくか、渉外担当者にお渡しく

ださいますようお願い申し上げます。 

 

令和４年１０月 

淡陽信用組合 理事長 河本晋一 

 

淡陽信用組合 
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イベント開催時のチェックリスト 

【令和４年９月版】 

開催概要 講演会の開催（創立 70周年を記念して当組合の顧客等を招いて開催するもの） 

イベント名 創立 70周年記念「淡陽特別講演会」 

出演者・ 
チーム等 

篠原 信一 氏 

開催日時 令和４年１１月１７日 １３時３０分～１５時 

開催会場 洲本市文化体育館文化ホール（愛称：しばえもん座） 

会場所在地 洲本市塩屋１丁目１番１７号 

主催者 淡陽信用組合 

主催者所在地 洲本市栄町１丁目３番１７号 

主催者連絡先 
(電話番号) (メールアドレス) 

0799-22-5555 kikaku@danyo.co.jp 

収容率 

（上限） 

①～⑥の 

いずれかを 

選択 

大声なしで開催 

 
①収容定員あり 

100% 
☐ 

②収容定員なし 

人と人とが触れ合わない程度の間隔 

大声ありで開催 

☐ 
③収容定員あり 

50% 
☐ 

④収容定員なし 

十分な人と人との間隔(1m) 

｢大声あり｣、｢大声なし｣のエリアを明確に区分して開催 

☐ 

⑤収容定員あり 

大声なしのエリア：100% 

大声ありのエリア：50% 

☐ 

⑥収容定員なし 
大声なしのエリア： 

人と人とが触れ合わない程度の間隔 
大声ありのエリア： 
十分な人と人との間隔(1m) 

収容定員 大声ありのエリア  人 大声なしのエリア ５４８ 人 

参加人数 大声ありのエリア  人 大声なしのエリア （予定）５００ 人 

その他 
特記事項 

事前に配布する「開催周知用チラシ兼参加申込書」に「新型コロナウィル

ス感染症防止に関すること」として、参加者へお願いする内容を掲載。 

(※)大声の定義を｢観客等が、通常よりも大きな声量で、反復・継続的に声を発すること｣とし、これ
を積極的に推奨する又は必要な対策を十分に施さないイベントは｢大声あり｣に該当することと整理す
る。 
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感染防止策チェックリスト 

【令和４年９月版】 
 

基本的な 
感染防止策 

参加者が会場入場に際してマスクを着用しているかを確認し、着用
していない方に対するマスクの配布。入場時に並んでいる方々に対
して適切な距離を確保するよう職員が誘導。講演会開始時に大声禁
止のアナウンスを実施。会場内各所に消毒液を備え置き、手指の消
毒を要請いたします。 

１．イベント参加者の感染対策 
(１)感染経路に応じた感染対策 

① 飛沫感染対策 

☑ 
適切なマスク（不織布マスクを推奨。以下同じ。）の

正しい着用の周知・徹底 

 
イベント会場（客席、入退場口やトイレ等の共用部）

におけるイベント参加者間の適切な距離の確保 

 

大声なしエリア・大声ありエリアの明確な区分があ

り、それぞれにおける、イベント参加者間の適切な

距離の確保 

 
大声なしエリアにおける、大声を防止するための対

策の実施 

②エアロゾル 
感染対策 

 機械換気による常時換気又は窓開け換気 

 適切なマスクの正しい着用の周知・徹底（再掲） 

 
イベント会場（客席、入退場口やトイレ等の共用部）

にけるイベント参加者間の適切な距離の確保（再掲） 

③接触感染対策 

 

イベント参加者によるこまめな手洗・手指消毒の徹

底や、主催者側によるイベント会場（客席、入退場

口やトイレ等の共用部）の消毒の実施 

 
イベント会場（客席、入退場口やトイレ等の共用部）

におけるイベント参加者間の適切な距離の確保 
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感染防止策チェックリスト 

【令和４年９月版】 
 

基本的な 
感染防止策 

本講演会は、飲食を伴うものではありません。風邪に似た症状のあ
る方には参加自粛を要請する文言を記載した看板を入口付近に設
置。入口にサーモカメラを設置し検温を実施。事前に参加者全員の
連絡先を把握。個人個人が座った座席を記録し、感染者が発生した
場合には、その近辺に座っていた方に連絡し、注意喚起を促します。 

１．イベント参加者の感染対策 
(２)その他の感染対策 

④飲食時の 
感染対策 ☐ 

前項(１)感染経路に応じた感染対策と併せて、飲食

時の感染対策（食事中以外のマスク着用、飲食に伴

いマスクを外す際の会話自粛等）の徹底の周知 

⑤イベント前の 
感染対策  

発熱等の症状がある者のイベント参加の自粛の呼び

かけ 

⑥感染拡大対策  
イベントで感染者が発生した際の参加者への注意喚

起 

２．出演者やスタッフの感染対策 

⑦出演者や 
スタッフの 
感染対策 

 

出演者やスタッフによる、練習時・本番等における

前項(１)感染経路に応じた感染対策に加え、健康管

理や必要に応じた検査等の実施 

 
舞台と客席との適切な距離の確保など、出演者やス

タッフから参加者に感染させないための対策の実施 

上記に加え、各業界が定める業種別ガイドライン（該当する業種において策定
されている場合）を遵守すること 

 


